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▲出動時に必要なヘルメットや感染防止衣な

どはすぐに着用できるよう準備しています。

　

１
８
８
３
件
。
こ
れ
は
昨
年
１
年

間
、
市
内
で
救
急
車
が
出
動
し
た
件

数
で
す
。
１
日
平
均
だ
と
５
・
15 
件

出
動
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
は
増

加
傾
向
。
そ
れ
に
伴
い
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
の
間
、
救
急
隊
員
で

は
な
い
一
般
の
人
が
応
急
手
当
を
す

る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
消
防
庁
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
心
肺
停
止
の
人
に
一
般
市
民
が
応

急
手
当
を
し
た
場
合
と
、
し
な
か
っ

た
場
合
で
は
１
カ
月
後
の
生
存
者
数

の
割
合
に
約
２
倍
の
差
が
あ
る
と
い

う
数
値
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
の

前
の
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急
隊
員

だ
け
で
な
く
私
た
ち
も
知
識
を
身
に

つ
け
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

急
病
や
事
故
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
目
の
前
で
家

族
や
友
人
が
倒
れ
た
と
き
、
皆
さ
ん
は
正
し
い
処
置
が
で
き
ま
す
か
。

万
が
一
の
と
き
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
や
今
か
ら
知
っ
て
お
く
べ
き

こ
と
を
消
防
本
部
の
救
急
救
命
士
に
聞
き
ま
し
た
。

私たちにできること
特集

９月９日は救急の日

写真：出動訓練の様子

（実際の出動時は、マ

スクを着用します）。

生
存
者
数
の

　

割
合
の
差
は
約
２
倍
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▲ 119 番通報に対応する通信指令室。出

動指令もここから行います。

消防本部警防課

  安松賢吾主任

・助けを求め、協力者が駆けつけたら、

「119番通報をしてください」「AEDを持っ

てきてください」と具体的に依頼する。

・傷病者が「普段どおりの

呼吸」をしているかどうか

を確認する。

・傷病者のそばに座り、10

秒以内で胸や腹部の上が

り下がりを見て判断する。

・両ひじをまっすぐ伸ばして真上か

ら垂直に胸が約５㎝沈むまで行う。

・胸の左右真ん中にある胸骨の下

半分を重ねた両手で圧迫する。

・AED を装着。音声に従い、必要で

あれば電気ショックを行う。

　

「
昨
年
の
デ
ー
タ
で
は
、
市
消
防

本
部
の
救
急
車
は
、
平
均
し
て
約
９

分
で
現
場
へ
到
着
し
て
い
ま
す
。
到

着
ま
で
の
間
は
、
通
報
者
や
近
く
に

い
る
人
が
傷
病
者
に
応
急
手
当
を
行

わ
な
い
と
い
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
」
と
話
す
の
は
、
市
消
防
本
部
救

急
救
命
士
の
安
松
賢
吾
主
任
。
「
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
も
処
置
を

す
る
場
面
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
」
と
続
け
ま
す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
企
業
や
自

治
会
向
け
に
救
急
講
習
を
開
催
し

て
、
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
１
１
９
回
の
講
習
を
行
い
、

２
８
１
０
人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
し

な
が
ら
今
年
度
も
引
き
続
き
講
習
を

行
っ
て
い
ま
す
。
消
防
本
部
警
防
課

に
申
し
込
む
こ
と
で
受
講
で
き
ま

す
。

　

「
私
は
、
傷
病
者
や
そ
の
家
族
に

安
心
感
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
活
動
す

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
救
急
活
動
へ
の
思
い
を
語
る

安
松
主
任
。
加
え
て
、
救
急
活
動
に

は
、
市
民
一
人
一
人
が
応
急
手
当
の

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
や
救
急
車

が
到
着
し
た
際
の
誘
導
な
ど
、
協
力

体
制
を
整
え
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

だ
と
言
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
え
る
よ

う
に
、
ま
た
、
傷
病
者
が
少
し
で
も

早
く
元
通
り
の
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。

問
い
合
わ
せ
：
消
防
本
部
警
防
課

☎
23-

３
４
０
９

応
急
手
当
を
自
分
事

　

と
思
っ
て
ほ
し
い

一
人
一
人
の
意
識
で

　
　
　
　

救
え
る
命

特集：私たちにできること
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消防本部警防課

  木山収司主査

・声をかけながら肩を優しくたたき、

反応があるか確認する。

・「普段どおりの呼吸」がない場合、

直ちに胸骨圧迫を始める。

救急車の中をのぞき見！

救
命
処
置
が
必
要
な
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
に

▲救急車で現場に行くときは、原則、

救急救命士が同乗します。

▲心電図や血圧などを測る器具。電気

ショックもできます。

▲医療器具は、すぐに使えるように

バッグにまとめてあります。

救命処置の流れ

周囲の安全確認

③呼吸の確認
普段どおりの呼吸あり

様子を見ながら応援、

救急隊を待つ。呼吸なし / 死戦期呼吸（※）

④直ちに胸骨圧迫をする

強く、速く、絶え間なく。

⑤ AED 装着

心電図解析

①反応なし

　大声で応援を呼ぶ。

② 119 番通報・AED 依頼

通信指令員の指示に従う

必要であれば、電

気 シ ョ ッ ク を す

る。必要なければ、

胸骨圧迫を再開。

119 番通報をする

と、通信指令員が

具体的な指示をわ

かりやすく教えま

す。

　

病
気
に
よ
っ
て
は
、
わ
ず
か
な

症
状
か
ら
命
に
関
わ
る
病
気
に
発

展
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
異
変

が
あ
る
と
き
は
早
め
に
１
１
９
番

通
報
を
し
て
、
救
急
車
を
呼
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
救
命
と
い
う
点
で
は
適

切
な
処
置
の
習
得
と
同
じ
く
、
事

前
の
「
予
防
」
も
大
切
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
小
さ
な
子
ど

も
が
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
誤
飲
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
心

筋
梗
塞
や
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
よ

う
に
生
活
習
慣
に
気
を
遣
っ
た
り

と
、
突
然
死
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
消
防

本
部
で
は
、
救
急
講
習
の
実
施
と

「
予
防
」
の
呼
び
か
け
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
こ

と
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
機
会
に
「
自

分
に
何
が
で
き
る
か
」
に
目
を
向

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

※途切れ途切れに起きる呼吸


